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西部地区社協だより 
回覧 

第３１３号 ２０２５年４月号 

西部地区社会福祉協議会（西部福祉センター内） 

TEL７２－６６１６ FAＸ７２－６６１０ 

安
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

子ども・子育て世帯向けのセミナーを開催しました！ 

 ２月１日（土）に西部地区社会福祉協議会の主催で「目指せ！手洗い名人＆ラムネ菓子づくり」と

題したセミナーを開催し、１６組３４名の参加がありました。このセミナーは普段、地区社協と関わ

りの少ない若い世代に、地域の福祉活動への理解を深めてもらうことと、セミナーを通して同じ地域

に住む人との交流を図ることを目的に開催しました。 

セミナーでは名古屋市に本社を置く、中北薬品株式会社様にご協力をいただき、赤外線を利用した

手洗いの確認と、重層やクエン酸を利用したラムネづくりを楽しみながら学びました。 

 ※地区社協は、地域に住むすべての人を対象にした福祉活動を実施しています。地域の福祉活動へ

の相談がございましたら、お気軽に西部福祉センターまでご連絡ください！ 

手洗い勉強会 

ラムネ作り 

手洗いの方法について勉強 赤外線を利用して洗い残しの確認 

お母さんと一緒にラムネ作り 作ったラムネを食べてみます 

協力：中北薬品株式会社 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症啓発の取り組み～二本木公民館祭り～２/８（土） 

認知症に関するクイズ 

ポスターの中から困っている人探し 

メッセージボード 

認知症の人・家族へのメッセージ 

 

認知症がどういう病気なのかを説明し

た後にクイズに答えてもらいました。中

には認知症サポーター養成講座を受講し

たことがある子もいました。 

 

ポスターの絵の中から困っている人を

探してもらいました。道に迷っているおじ

いさんを見て、「声をかけてあげたい」な

どの声が聞かれました。 

 

それぞれのブース体験後に、認知症の方や

その家族へのメッセージを書いてもらいま

した。「街の中で困っている人がいたら助け

てあげる」など、子ども達の心優しいメッセ

ージが多くありました。 

この行事は、二本木公民館からの依頼で、八千代病院内の認知症初期集中支援チームと、地域

包括支援センター八千代、地域包括支援センターあんのん館、作野地区社協、西部地区社協が、

地域への認知症啓発として実施しました。認知症になっても安心して暮らせる地域のために、大

人だけではなく、子どもへの啓発ができたと思います。 

メッセージの内容 



 

  



 


